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[技術の利用例] 

使用機器 
 PHERAstar FS (BMG LABTECH) 

ウィルス感染した細胞は、
ナチュラルキラー細胞やT
細胞に認識され、障害を受
ける。細胞障害を定量する
従来のγ線を用いたアッセ
イは煩雑である。我々は、
非RI標識による高感度でH
TSに利用可能な新規細胞
障害アッセイ法を確立する
ことに成功した。 

新規キレート剤による時間分解蛍光を用いた非RI標識 
高感度細胞障害アッセイ系を樹立した。 
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新規化合物および時間分解蛍光を用いた細胞障害アッ
セイキットの開発 


